
 

  

令和４年度 学校評価 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価(3月８日) 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 27日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

児童・生徒の

実態やニーズに

応じた教育内容

を、小学部から

高等部まで系統

的に再編成し、

教育課程の改善

を図る。 

①学習指導要領に基

づき、小中高 12 年間

及び家庭生活や地域

生活を考慮した「系

統性・連続性」のあ

る教育課程の編成を

推進する。 

①単元配列表等を活用

し、「系統性・連続性」

のある授業内容・単元を

整理した年間指導計画等

を作成する。学期末に振

り返り、次の学期の計画

を見直し、児童・生徒の

連続性のある学びに取り

組む。 

①｢系統性･連続性」を

意識した学習内容を整

理し他年間指導計画等

を作成し、児童・生徒

の連続性のある学びに

結び付いたか。 

①単元配列表を作成し、

「系統性・連続性」を意

識した指導ができた。授

業の振り返りを随時行う

ことができ、授業改善や

年間指導計画の見直しに

つなげることができた。 

①「系統性・連続性」

のあるカリキュラムマ

ネジメントを推進する

ことができるために単

元配列表の作成・活用

を継続して行ってい

く。 

 

<学校運営協議会> 

単元配列表や振り返

りシートの活用は引

き続き継続していくと

よい。 

<保護者> 

94％がよい評価 

 

 

 ①「系統性・連続性」

を意識し、教科等横断

的視点を意識した授業

展開を行うことができ

た。また、振り返りシ

ート等活用することで

授業改善につながっ

た。 

①学習指導要領に基づき

「系統性・連続性」のあ

る学習単元を整理した上

で単元配列表を活用し、

振り返りシートにより授

業改善を継続して進めて

いく。 

②「身につけさせた

い力」を意識した学

習内容について、学

部間の系統性や発達

段階の視点を持ち、

児童・生徒の実態や

ニーズに応じた教育

内容の改善を進め

る。 

②PDCA サイクルによる授

業改善に取り組み、児

童・生徒の実態やニーズ

に応じた実践を積み重ね

る。学校の取組や授業の

様子を Google Classroom

を活用して、保護者に周

知を図る。 

②PDCA サイクルによる

授業改善を行い、児

童・生徒の実態やニー

ズに応じた教育実践に

つなげられたか。ま

た、Google Classroom

を活用して学校の取組

や授業の様子を保護者

に周知することができ

たか。 

②校内研究にて、児童・

生徒の発達段階において

「身につけさせたい力」

は何かを確認し、授業実

践につなげることができ

た。また、Google 

Classroom を活用し、行

事や授業の様子を動画や

おたより等で周知するこ

とができた。 

②各学部において「身

につけさせたい力」に

ついて共有し、実態や

ニーズに合わせた授業

実践につなげる。

Google Classroom の活

用をさらに進め、学校

の取組や授業の様子等

の周知を図る。 

<学校運営協議会> 

身につけさせたい力

とは何か確認し、学

校、保護者、関係機

関(放デイ等)共有し

ていってほしい。 

<保護者> 

88%がよい評価 

②校内研究にて、「身

につけさせたい力」に

ついて確認し、授業実

践につなげることがで

きた。今後、保護者、

関係機関等と成果を共

有することが課題であ

る。 

②「身につけさせたい

力」について保護者との

面談、事業所等との協議

会、福祉施設とのケース

会などの機会に意見を交

わしながら共有する。 

２ 
(児童・生徒) 

指導・支援 

主体的に生きる

児童・生徒を目

指し、一人ひと

りに応じたきめ

細かい指導・支

援を組織的に行

う。 

①フォーマルアセス
メントを活用し、児
童・生徒の実態に応
じた「わかる授業」
を実践する。 

 

①フォーマルアセスメン

トの結果を個別教育計画

に反映させ、個に応じた

きめ細やかな指導・支援

をチームで実施、評価

し、見直す。また、ICT

機器の有効活用を推進す

る。 

①フォーマルアセスメ

ントの結果をいかし、

個に応じた指導・支援

を行えたか。また、ICT

機器の利活用により、

わかりやすい授業が展

開され、児童・生徒の

主体的な取り組みにつ

ながったか。 

①各学部でフォーマルア

セスメントを選択し、実

践し、指導・支援の参考

にした。iPad やタブレッ

ト PC を視覚支援として授

業に活用したり、アプリ

を課題学習に活用したり

することでわかりやすい

授業につながった。 

①フォーマルアセスメ

ントを行う時期の設定

やその結果を個別教育

計画に反映させるた

め、見直し、作成期間

設定の見直しや書式の

改善を行う。 

 

<学校運営協議会> 

フォーマルアセスメン

トの結果より児童生

徒の実態について保

護者と共有し、個別

教育の作成を行うと

よい。 

<保護者> 

91%がよい評価 

①フォーマルアセスメ

ントを参考に実態把握

を行い、ICT の活用等

により児童・生徒にと

ってわかりやすい指

導・支援につなげるこ

とができた。 

①個別教育計画の様式の

改訂を行い、作成の過程

で保護者等関係機関と共

通理解を図り、実態把

握、つけさせたい力につ

いての指導・支援につな

げる。 

②児童・生徒理解を

深め、チームで情報

共有を定期的に丁寧

に行い、個々のニー

ズに応じた指導・支

援を行う。 

②フォーマルアセスメン

トやケースカンファ等を

組織的・計画的に実施す

る。また、必要に応じ

て、ケースカンファを行

い、指導・支援の充実に

つなげる。 

②組織的・計画的、ま

た、必要に応じて、ケ

ースカンファを行い、

指導・支援の充実につ

ながったか。 

②計画的にチーム内でケ

ース協議や支援会議を行

い児童・生徒理解を深

め、関係機関との連携に

つなげることができた。 

②チーム内でのフォー

マルアセスメントの結

果の共有、効果的な指

導・支援へつなげてい

く。 

<学校運営協議会> 

面談等を通して、保

護者へ情報提供をし

てほしい。 

<保護者> 

89%がよい評価 

 

②各学部でフォーマル

アセスメントをとり、

児童生徒の理解を深め

ることができた。アセ

スメントの結果を効果

的に指導支援につなげ

ることが課題である。 

②学年会やクラス会、ケ

ース会を活用し、児童生

徒の実態を共有し、効果

的な支援・指導を行う。

定期的に振り返り 

支援指導を見直し、保護

者と共有する。 

３ 
進路指導 

・支援 

児童・生徒が

地域で豊かに生

きていくため

に、本人及び保

護者のニーズに

応じたキャリア

教育を行う。 

①各学部段階それぞ
れのライフステージ
に沿った進路指導・
支援を行い、成功体
験を積み重ねたキャ
リア教育を実践す
る。 

①支援者となる教員、保

護者が学校卒業後の生活

について理解を深め、キ

ャリアパスポートを活用

し保護者と共有する。 

①ライフステージに沿

った指導・支援によ

り、成功体験を積み重

ねることができたか。

児童・生徒・保護者を

巻き込んだキャリアパ

スポートの作成、共有

につながったか。 

①各学部で目標を設定

し、日常生活の中で実態

にあった係活動や挨拶等

に取り組み、「できた」

という成功経験を積み重

ねることができた。 

②引き続き成功体験を

積み重ねる学習を設定

していく。キャリアパ

スポートの作成・活用

については、学部間で

差があるので、他学部

の取組を知り、導入運

用し、キャリア教育の

推進を図る。 

<学校運営協議会> 

キャリアパスポートの

活用については、各

学部共通理解のもと

進めていってほし

い。 

<保護者> 

78%がよい評価 

①系統性を踏まえ、各

学部の実態にあったキ

ャリアパスポートの作

成・活用していくこと

が課題である。 

①キャリアパスポートを

活用し、「できた」とい

う成功体験を積み重ね、

次のステージへ児童生徒

が自信をもって取り組め

る指導を行う。 

②地域との連携を図

りながら、児童・生

徒、保護者に対し

て、将来の生活をイ

メージすることがで

きるような情報を提

供する。 

②学校運営協議会の「切

れ目ない支援部会」や面

談等を活用する。保護者

にタウンミーティングへ

の参加を促し、ホームペ

ージ等を活用し情報発信

する。 

②児童・生徒、保護者

に対して、タウンミー

ティングや面談等を通

して、卒業後の生活に

関する情報が十分に発

信できたか。 

②地域と連携し、タウン

ミーティングを開催し、

切れ目ない支援について

参加者と共有することが

できた。進路面談や保護

者懇談会で情報を共有で

きた。 

②小学部段階から、保

護者が将来についての

情報を収集しやすい工

夫や疑問や不安を解消

できる工夫を行えるよ

う検討し情報発信を行

う。 

<学校運営協議会> 

卒業後穏やかな社

会生活が送れるよう

集団生活での過ごし

方について工夫して

ほしい。 

<保護者> 

70%がよい評価 

②進路面談等での情報

共有はできた。小学部

段階から将来について

の情報を保護者へ情報

発信や進路に関する学

習会等への参加の促し

やフィードバックが課

題である。 

②タウンミーティング等

保護者が参加しやすい企

画を工夫する。職員一人

ひとりがしっかり進路に

関して、学び、面談やお

便り等を利用して保護者

と情報を共有する。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価(3月８日) 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 27日実施） 成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等との 

協働 

共生社会の実現

に向け、地域と

の相互資源活用

や理解推進に取

り組む。 

インクルーシブ

教育実践推進校

と連携し、支

援・推進する。 

①「開かれた教育課

程」を意識し、校内

外の資源を相互に活

用した学習を展開

し、相互の理解推進

を図る。 

①地域とつながりのある

教育活動を展開するとと

もに、Twitter やホーム

ページを活用し、本校の

教育活動を地域へ幅広く

発信する。 

①校内外での活動を

様々な方法で展開し、

本校の取り組みをわか

りやすく発信すること

ができたか。 

①感染症対策を行いなが

ら、居住地交流、学校間

交流、三校交流に取り組

むことができた。公式

Twitter を活用し、教育

活動の情報を発信するこ

とができた。(フォロワー

数 80 R5.2.6 現在) 

①ICT を活用した地域と

の連携、交流の工夫を

検討、実践へつなげ

る。計画的に積極的な

情報発信を行う。(毎日

提示適時の発信) 

<学校運営協議会> 

地域のイベント等情

報提供をするのでど

のように参加できるか

検討していくとよい。 

<保護者> 

82%がよい評価 

 

①Twitter 等を活用

し、本校の教育活動を

地域へ発信することが

できてきた。地域との

連携や交流を積極的に

行い、本校の教育活動

への理解を深めていく

ことが課題である。 

①地域とつながりのある

教育活動を展開するとと

もに、Twitter やホーム

ページでの情報発信を工

夫し、本校の教育活動を

地域へ幅広く発信する。 

②センター的機能を

発揮し、地域との連

携を含めインクルー

シブ教育の推進を図

り、共生社会の実現

と成熟に向けた取り

組みを進める。 

②巡回相談や研修会を通

して情報提供し、障害理

解や支援につなげる。ま

た、児童・生徒による地

域交流を通じて、地域の

ニーズを知り、連携して

課題解決を図る。 

②全教職員がセンター

的機能を認識し、居住

地交流や巡回相談等、

様々な機会で役割を果

たせたか。 

②教育委員会等と連携し

組織的に地域の小中学校

の巡回相談等行うことが

できた。公開講座等にお

いて参加者と今後のイン

クルーシブ教育の在り方

について学びあえた。 

②支援グループを中心

に相談担当以外の職員

も関われるようにし、

学校全体としてセンタ

ー的機能を果たす。ま

た、インクルーシブ教

育実践推進校など高等

学校との連携が進め

る。 

<学校運営協議会> 

インクルーシブ教育

について、今後も地

域の学校との連携も

進めていってほし

い。 

<保護者> 

58%がよい評価 

 

②地域の小中学校の巡

回相談等教育委員会と

の連携のもと組織的に

行うことができた。津

久井浜高等学校等との

連携・支援体制への取

組が課題である。 

②交流や校外活動を通し

て、教員一人ひとりが地

域の学校や近隣の方と関

わっていく。また、高等

学校でのニーズを把握

し、支援体制を整えてい

く。 

５ 
学校管理 

学校運営 

安心・安全な学

校であるための

体制の整備を進

める。 

働き方改革を進

めるとともに、

人権を大切にし

た「支え合い・

学び合い」の職

場づくりを推進

する。 

①整備されたマニュ

アルに基づき、効率

的で実効性のある業

務遂行を行う。 

①教職員がマニュアルに

ついてしっかり理解し、

気づいたことはすぐにマ

ニュアル改善につなげ

る。また、保護者と学校

とのスムーズで確実な連

絡方法を整備する。 

①マニュアルをしっか

り理解して訓練等取り

組めたか。保護者と学

校との連絡方法につい

て整備されたか。 

①訓練後の振り返りや適

宜のマニュアルを見直

し、安全を確認しながら

マニュアルの改訂を行っ

た。保護者への緊急連絡

について Gmail への移行

がほぼできた。 

①必要な状況にすぐ対

応できるよう、様々な

分掌、チームで作成し

ている既存のマニュア

ルの一元化を行う。 

<学校運営協議会> 

子どもたちの安心安

全にむけて実効性の

あるマニュアル作成

に取り組むとよい。 

<保護者> 

78%がよい評価 

 

①各種マニュアルにつ

いて見直しをし、実施

にあたり必要な改定を

行うことができた。状

況により変化するもの

であるので引き続き振

り返り確認は今後も必

要である 

①教員一人ひとりが学校

で作成している各種マニ

ュアルについて内容を共

有し、必要な時にすぐ確

認できるよう整理する。 

②教職員の人権意識

等の向上を図り、児

童・生徒の思いに寄

り添うとともに、他

者との対話を重視し

た教育活動を実践す

る。 

②生徒の人権等に係る研

修を計画的に実施する。

ケースカンファや研修を

通して、障害について理

解を深める。人権を大切

にする表現の一つとして

「さん」付けで呼び合う

ことを推奨・定着する。 

②研修会に参加し、人

権意識の向上、障害理

解が深まったか。「さ

ん」付けで呼び合うこ

とを意識し、実施でき

たか。 

②各学部単位で「さん」

付けについての研修を行

い、職員自身の人権意識

を振り返り、研修の中で

相手を大切にするという

はどういうことか再確認

できた。 

②どんな状況でも「さ

ん」付けできるよう定

期的に振り返り確認す

る。各学部での研修を

今後も企画し、互いの

人権意識や同僚性の向

上を推進する。 

<学校運営協議会> 

「さん」付けについて

は 100％を目指し、

今後も取り組んでほ

しい。 

<保護者> 

90%がよい評価 

 

②「さん」付けで呼び

合うことの意味を知る

ことができた。教職員

はじめ、児童生徒間で

も「さん」付けで呼び

合えるようになること

が課題である。 

②教職員一人ひとりが共

生社会の一員であること

を自覚し、人権を大切に

した教育活動を展開す

る。 

  


